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日時：6馴0日（印1噂から1鵡

場所：駒ヶ根市役所集合
主　催：さよなら原発上伊那の会

連絡先：79－8702（上伊那医療生協）
長野地象入りする原告団

「
原
発
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

憲
法
記
念
日
の
集
い
」
が
、
5
月
3

日
、
1
A
上
伊
那
本
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
福
島
第
一
原
発
建
設
な
ど
に

技
術
者
と
し
て
関
わ
っ
た
小
倉
志
郎

さ
ん
が
「
原
発
技
術
者
か
ら
み
た
憲

法
9
条
・
安
全
な
原
発
は
あ
り
え
な

い
」
と
題
し
て
、
原
発
を
再
稼
働
さ

せ
る
危
険
性
を
明
か
し
ま
し
た
。

小
倉
さ
ん
は
現
在
、
脱
原
発
の
立

場
か
ら
発
言
を
続
け
て
い
ま
す
。
原

子
力
発
電
の
仕
組
み
や
内
部
被
曝
、

外
部
被
曝
の
違
い
と
同
時
に
核
燃
料

が
国
民
の
　
「
平
和
や
生
存
権
」
を
脅

か
し
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
解
説
し

ま
し
た
。
講
演
後
、
参
加
者
か
ら
「
原
発
労

働
者
は
何
人
い
る
か
」
　
「
原
発
を
作
っ

た
メ
ー
カ
ー
の
責
任
は
」
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
集
い
」
　
の
代
表
者
の
竹
入
弘
元

さ
ん
は
「
平
和
で
健
康
的
な
社
会
を

未
来
に
残
す
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
間

∴
㍉
㍉
∴
。
二

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

N
E
C
住
民
訴
訟
審
理
入
り

次
回
（
第
4
回
）
裁
判
、
7
月
1
2
日

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
裁
判
で
は
、

い
つ
も
正
義
が
勝
っ
て
す
か
っ
と

し
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、
現
実
は

な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

長
野
地
裁
で
は
、
N
E
C
問
題

の
第
3
回
裁
判
が
5
月
1
8
日
に
お

こ
な
わ
れ
、
主
に
裁
判
の
争
点
や

証
拠
の
整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

毎
回
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
傍
聴

者
を
乗
せ
て
、
正
味
5
分
間
の
裁

判
の
た
め
に
往
復
6
時
間
か
け
て

出
か
け
ま
す
。
松
村
・
木
島
両
弁

護
士
が
、
私
た
ち
の
気
持
ち
を

「準備

書面」（告訴

の
書
面
）

に
盛
り

込
ん
で

く
だ
さ

れ
ノ
、
白

鳥
市
長
や
そ
の
顧
問
弁
護
士
の
長

谷
川
氏
に
鋭
く
切
り
込
み
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
ま
だ
、

被
告
側
と
の
論
戦
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
で
も
、
少
し
ず
つ
、
茨
頁
へ
）

⑭
先
日
、
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
憲
法

記
念
日
の
集
い
」
に
3
1
5
人
が
詰

め
か
け
原
発
と
平
和
に
つ
い
て
考
え

た
。
講
師
は
、
小
倉
志
郎
氏
。
1
9

4
1
年
生
ま
れ
、
慶
応
大
学
大
学
院

工
学
部
卒
業
。
東
芝
入
社
、
3
5
年
間
福
島
原

発
の
設
計
・
建
設
等
に
携
わ
っ
た
現
場
の
体

験
か
ら
、
原
発
の
危
険
性
を
語
っ
て
く
れ
た

▼
福
島
原
発
の
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
線

の
被
害
は
計
り
知
れ
な
い
。
地
震
列
島
日
本

に
原
発
が
5
4
基
、
そ
の
膨
大
な
核
燃
料
の
放

射
能
は
未
来
に
生
き
る
世
代
の
　
「
平
和
に
生

き
る
権
利
」
を
根
底
か
ら
脅
か
し
て
い
る
。

原
発
は
人
知
で
制
御
で
き
な
い
▼
原
発
に
は
、

テ
ロ
攻
撃
等
、
一
旦
攻
撃
さ
れ
た
ら
一
溜
り

も
な
い
弱
点
が
数
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

言
わ
な
い
。
悪
用
さ
れ
る
と
困
る
か
ら
。
最

近
の
戦
闘
で
は
、
レ
ー
ダ
ー
で
も
捕
捉
で
き

な
い
低
空
攻
撃
等
も
あ
り
、
原
発
を
抱
え
て

戦
争
は
で
き
な
い
。
平
和
の
た
め
に
は
国
際

的
信
頼
関
係
を
築
く
以
外
に
な
い
▼
2
0
0

9
年
5
月
3
日
高
校
退
職
教
職
員
の
有
志
が

「
私
た
ち
は
平
和
憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
9

条
を
守
り
ま
す
」
　
の
意
志
を
1
1
0
名
に
の

ぼ
る
賛
同
で
新
聞
に
表
明
し
た
。
そ
し
て
、

「
9
条
守
る
ア
ピ
ー
ル
採
択
の
つ
ど
い
」
を

5
0
名
ほ
ど
で
開
催
。
昨
年
は
、
義
務
教
育
・

大
学
の
退
職
教
職
員
が
加
わ
り
発
展
。
今
年

は
、
さ
ら
に
一
般
の
人
々
も
加
わ
っ
て
も
ら

い
、
こ
の
趣
旨
が
全
国
民
に
浸
透
す
る

よ
う
願
っ
た
集
い
と
し
た
。
（
T
）
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美等新山入口での宣伝行動

多彩な催しに多数が参加

2004年の沖縄国際大学への米軍
へり墜落事故で初めて沖縄の異常さ

について考え始めたというシャカさ

ん（写真右）。若者らしい問題提起

をたくさんしてくれました。

共
産
党
一
斉
に
街
頭
宣
伝

衆
院
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
共
産
党
は
5
月
1
7
日
、
総
選
挙

勝
利
を
め
ざ
し
、
藤
野
や
す
ふ
み
比
例
候
補
と
三
沢
よ
し
お
小
選
挙

区
候
補
ら
と
、
党
支
部
員
が
一
斉
に
街
頭
宣
伝
を
し
ま
し
た
。

早
朝
、
市
内
四
カ
所
で

伊
那
で
は
、
大
萱
交
差
点
に

6
人
、
中
央
区
交
差
点
に
7
人
、
美
篤

新
山
入
口
交
差
点
に
5
人
、
春
近
大
橋

1
5
3
号
線
交
差
点
に
5
人
、
4
カ
所

2
3
人
が
　
「
ス
ト
ッ
プ
消
費
税
1
0
％
」

「
原
発
か
ら
撤
退
、
今
こ
そ
決
断
を
」

な
ど
の
プ
ラ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
を
掲
げ
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
や
宣
伝
カ
ー
で
呼
び
か

け
な
が
ら
宣
伝
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
、

多
く
の
人
が
車
の
窓
を
開
け
「
頑
張
れ
」

の
声
援
や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
手
振
り
で

応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
、
大
我
進
党
上
伊
那
地

区
委
員
長
代
理
、
前
沢
け
い
子
・
飯
島

光
量
・
柳
川
ひ
ろ
み
の
各
市
議
が
先
頭

に
立
ち
ま
し
た
。

5
月
1
日
午
前
、
「
い
な
つ
せ
」
で

第
幻
回
メ
ー
デ
ー
伊
那
中
央
大
会
に

2
5
0
人
が
参
加
。
集
会
の
後
、
伊

那
北
駅
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

写
真
は
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

5
月
1
9
日
、
T
a
l
k
＆
L
i
V
 
e
「
う

み
ん
ち
ゅ
　
や
ま
ん
ち
ゅ
　
ち
む
で
く
る
－

押
紙
　
信
州
　
地
域
の
問
題
の
根
っ
こ
を
探

る
」
。
カ
ク
マ
カ
シ
ャ
カ
　
（
沖
縄
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
）
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
と
曽
我
逸
郎
中

川
村
長
と
の
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
し
た
。

（
前
頁
よ
り
）
相
手
の
出
方
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
N
E
C
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
社
と
の
土

地
購
入
の
　
「
合
意
」
を
白
紙
に
さ
せ
た
市

の
責
任
（
「
不
法
行
為
」
1
－
過
失
）
を
認

め
つ
つ
、
「
時
効
3
年
」
　
で
逃
げ
切
ろ
う

と
し
、
市
議
会
で
1
0
0
0
万
円
の
　
「
解

決
金
」
で
「
一
件
落
着
」
と
し
た
こ
と
で
、

住
民
訴
訟
は
「
無
効
」
に
し
よ
う
と
す
る

卑
劣
な
作
戦
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
巨
額
（
補
助
金
を
含
め
総

額
5
億
5
0
0
0
万
円
）
　
の
市
民
の
血
税

を
取
り
戻
し
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
に
充

て
さ
せ
る
た
め
に
、
最
後
ま
で
頑
張
り
抜

く
決
意
で
す
。

次
回
裁
判
は
、
7
月
1
2
日
（
木
）
午
後

2
時
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
理
解
と
ご
支
援
、

傍
聴
参
加
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
1
　
　
　
（
原
告
団
副
代
表
・
野
口
俊
邦
）

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

あ
等
た
も
【
緒
に
参
加
し

手
せ
ん
か

昨
年
の
大
会
は
、
再
び
被
爆
者
を
生
じ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
後
悔
と
新
た
な
運
動
の
誓
い

が
強
く
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、

小
森
陽
一
氏
は
、
青
年
の
運
動
と
世
代
を
越

え
た
連
帯
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
G
F
P
（
G
O
 
F
O
r

P
e
a
C
e
）
上
伊
那
の
原
水
禁
ツ
ア
ー
に

親
子
割
引
を
導
入
！

被
爆
者
の
生
の
声
を
聞
／
ふ
撃
苔
が
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ま
だ
聞
く
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。
修
学
旅
行
で
広
島
・
長
崎
を

訪
れ
る
学
校
が
減
っ
て
い
る
い
ま
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
、

さ
ん
と
ご
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
世
界
大
会
は
、
広
島
で
す
。
体
力

に
自
信
の
な
い
あ
な
た
で
も
大
丈
夫
！
（
長

崎
よ
り
は
）
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
程
　
出
発
8
月
3
日
（
金
）
夜

帰
宅
8
月
6
日
（
月
）
夜

参
加
費
一
般
2
万
円
、
大
学
生
・
高

校
生
1
万
5
千
円
、
中
学
生
以
下
l

万
円
（
交
通
費
・
大
会
参
加
費
・
宿
泊

費
含
む
。
　
食
費
は
各
自
別
途
負
担
）

参
加
申
し
込
み
　
有
坂

（
0
9
0
－
6
0
3
7
・
0
7
9
7
）

F
i
k
帥
酷
夢
s
t
a
t
e
－
．
n
e
t
）
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青年と懇談する藤野さん（正面右）

共産党中央委員

市川　正一

（1945．3．15　獄死）

上
伊
躯
青
年
の
つ
ど
い

5
月
1
0
日

三
沢
さ
ん
の
訴
え
の
あ
と
、
私

か
ら
、
自
己
紹
介
も
し
つ
つ
、
今

こ
そ
政
治
の
転
換
を
と
訴
え
ま
し

た
。
若
者
か
ら
は
、
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
雇
用
を
増
や
す
と
い
う

け
ど
、
具
体
的
に
は
？
」
　
「
共
産

党
の
名
前
の
本
来
の
意
味
は
、
”

一
葉
と
い
ま
感
じ
で
は
？
」

「
保
守
や
無
党
派
層
の
人
と
、
ど

ん
な
対
話
を
し
て
い
る
の
？
」

「
福
島
に
行
っ
て
き
た
。
ガ
レ
キ

の
問
題
ど
う
考
え
た
ら
い
い
？
」

「
中
小
企
業
で
得
意
分
野
は
？
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
い
た

だ
き
、
答
え
な
が
ら
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
い
ろ
ん
な

示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
で
お

疲
れ
の
と
こ
ろ
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
藤
野
や
す
ふ
み
比
例
侯
補
の
ブ
ロ
グ
よ
り
）

昭
和
初
期
の
上
伊
那

2
・
4
事
件
の
噴
㈱

再
び
四
・
〓
ハ
の
大
弾
圧
が

こ
の
よ
う
荘
動
き
を
政
府
・
内
務
省
は
黙
っ
て

見
過
ご
す
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
二
九
年

（
昭
和
四
年
）
四
月
十
一
日
、
内
務
省
は
「
四
月

土
ハ
日
、
一
斉
撃
の
指
令
を
全
国
に
発
し
ま

す
1
こ
の
一
斉
弾
圧
で
逮
描
さ
れ
た
者
は
全
国
で

約
3
0
0
名
で
、
そ
の
後
も
共
産
党
中
央
委
員
の

市
川
正
一
ら
の
検
挙
が
続
き
総
数
約
千
名
に
上
り

ブ
ロ
グ
時
々
更
新
中

医
療
費
の
相
談
増
え
る

柳
川
ひ
ろ
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
が
、
更
新
が
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
、
日
々
の
議
会
活
動
な
ど
を
ブ
ロ

グ
に
綴
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
で
も

パ
ソ
コ
ン
で
も
　
「
柳
川
ひ
ろ
み
」
　
で
検

索
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

け
っ
こ
う
色
々
な
方
が
見
て
い
ま
す
。

市
諒
跡
鱈
お
れ
糧
執
h
筍
黒
封
討
諺
」

も
載
せ
て
い
ま
す
。
感
想
を
お
寄
せ
く
仙

ださい。　　　　　　　　　　－
最
近
は
、
「
病
院
に
入
院
中
だ
が
医
”

療
費
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
が
払
え
な
い
」
　
■

「
手
術
が
必
要
だ
が
入
院
費
が
払
え
な
…

い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
　
と
い
う
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
国
保

錯
縞
㈹
謂
㈹
崇

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
長
野
県
に
お
い
て
も
四

月
十
六
日
、
午
前
五
時
を

期
し
て
県
下
を
十
二
方
面

に
分
け
て
特
高
課
員
を
中

心
に
響
桑
官
を
配
置
し
て

一
斉
検
挙
を
行
な
い
ま
し

た。
特
高
の
言
葉
に
よ
れ
ば

ほ
と
ん
ど
壊
滅
に
陥
り
、
再
び
た
つ
こ
と
が
で
き

ず
重
を
こ
う
む
り
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
人
民
の
闘
い
は
進
む

長
野
県
下
の
共
産
党
と
労
働
者
農
民
は
特
高
の

執
拗
な
弾
圧
に
も
め
げ
ず
、
次
か
ら
次
へ
と
立
ち

上
が
っ
て
、
各
分
野
の
運
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
　
日
本
共
産
党
長
野
地
方
委
員
会
準
備
会

が
発
足
し
、
共
産
主
義
青
年
同
盟
は
三
地
区
に
で

き
上
伊
那
に
も
シ
ン
パ
組
織
が
生
ま
れ
ま
す
1

全
協
は
線
嘩
交
通
運
輸
丁
通
信
∵
出
版
　
土
建

の
各
産
別
組
織
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
口
の
各

地
区
葦
す
る
産
別
協
議
会
も
発
足
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
反
帝

国
王
義
同
盟
（
侵
略
戦
争

に
反
対
す
る
反
戦
平
和
の

組
鬱
赤
色
救
援
会
（
弾

圧
犠
牲
者
と
そ
の
家
族
を

救
援
す
る
組
準
、
全
国

農
民
組
合
全
会
派
の
農
民

組
貪
教
育
関
係
で
は
全

「
検
束
は
必
要
最
小
限
」
の
二
十
名
に
と
ど
め
、

予
署
に
ま
わ
さ
れ
た
も
の
十
五
名
、
正
式
公
判
に

付
さ
れ
た
者
十
四
名
、
実
刑
判
決
を
受
け
た
も
の

下
伊
那
郡
鼎
村
の
鷲
星
空
、
同
喬
木
村
の
市
瀬

次
郎
ら
八
名
、
執
行
猶
予
が
六
名
で
し
た
。
長
野

県
の
特
高
文
書
に
は
明
治
四

三
年
の
大
逆
事
件
以
来
の
度

重
な
る
大
弾
圧
の
後
に
埠

こ
れ
で
社
会
主
義
者
・
左
翼

は

誓

け

た

し

と
必
ず
記
録
し
て
き
た
が
、

今
回
の
四
・
一
六
事
件
に
つ
い

て
も
「
県
下
の
左
翼
陣
営
は

協
一
般
使
用
人
組
合
教
育
労
働
着
等
長
野
支
司

コ

ッ

プ

葦

蔀

な

ど

で

す

1

（
境
区
　
有
賀
光
昆

【
全
会
派
】

全
国
農
民
組
合
の
中
で
、
階
級
的
な
運
動
へ
の

前
進
を
主
張
し
た
全
国
会
議
派
の
こ
と
で
長
野
県

の
全
農
は
馨
し
と
加
入
。

【コップ】

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
の
略
称

1
9
3
1
年
1
0
月
に
結
成
さ
れ
た
文
化
運
動
の

統
一
的
中
央
組
織
∪
　
′



（4）伊　那　民　報2012年5月27日

絵手・紙

お便り、僚報、原稿をお待ちしています。

どんなことでも結構です。発行元まで

お寄せください。　（編集部）

「1‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「1

≒　☆北陸信越フロック後援会交流集会
■　・6月2日（士）　於：上越市

：・バス　伊那市役所前　7‥30発　：
．　　　　　帰りは午後8時半頃　　　　．
l　・交通費：2500円（昼食は各自用意）i
l　・連絡先：党地区事務所（72－2465）！

：☆巣材に学ぶ　震災後の暮らし　　；
1　・6月4日（月）午前7：50　　【
－　　　　　市役所西側駐車場集合　　　　　j

：　　17‥30解散（予定）　：
董　　・参加費　4000円　　　　　　　．

（昼食代・高橋まゆみ人形館入場料含む）
・主催：のぞみの会

連絡先：74－5826（井口）

☆「さよなら原発・2匡l目のデモ行進」
・6月10已（日）10時や12時

駒ヶ根市役所前集合

詳細は1面に

！☆さわやかウオーキング　　　　　　・
】　・6月12日（火）午前9：50集合！

じんみ上うに　　　　　　　　　　　　　　　　】

．　・伊那市西春近　深妙寺（あじさい寺）
1　・主催：上伊那医療生協健康づくり委

；　お問合せ79璃702㈱合員センター）
；☆6．23国民大集会
■　　・6月23日　仕〕
l　　・東京明治公園

上伊那から大型バスが出ます

．　・主催：集会実行委員会
l　　　お問合せ　73－－3858（地区労連）　　竃

LHH＿　＿＿＿＿＿＿＿＿】＿＿＿＿一一＿＿＿＿一一＿＿＿1＿▼】＿＿＿＿＿＿＿」

真
昼
の
検
証上
の
原
　
北
原
　
栄
一

一
昨
年
1
0
月
2
日
午
前
5
時
1
0
分
、
上
の
原
の
男
性
が
散

歩
中
に
前
原
で
轢
か
れ
て
死
亡
し
た
。
数
日
後
、
警
察
、
安

協
等
関
係
者
で
現
場
検
証
が
な
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
出
て

い
た
。
交
差
点
の
標
識
が
電
柱
で
隠
れ
て
見
え
に
く
か
っ
た

と
い
う
。
い
や
違
う
、
私
は
検
証
の
視
点
が
間
違
っ
て
い
る

と
感
じ
た
。
そ
こ
は
、
私
が
そ
の
時
刻
、
年
に
数
十
回
も
通
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

現
場
は
、
半
年
前
に
左
右
2
個
の
明
る
い
L
E
D
の
押
し

ボ
タ
ン
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た
所
か
ら
5
0
m
ほ
ど
の
交
差
点

で
あ
っ
た
。
加
害
車
は
あ
の
時
間
に
は
真
っ
暗
の
中
で
眩
し

い
ほ
ど
の
信
号
機
を
め
ざ
し
て
走
っ
て
い
た
。
よ
も
や
信
号

機
の
手
前
に
交
差
点
が
あ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
あ
の
信
号
機
さ
え
な
か
っ
た
ら
こ
の
交
通
事
故

は
起
き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
若
宮
か
ら
の
交
差
点
に

横
断
歩
道
と
信
号
機
を
設
置
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

2
9
年
前
、
竜
東
線
で
3
人
の
保
育
園
児
が
黄
色
の
点
滅
信

号
機
で
横
断
し
て
い
て
1
人
が
轢
か
れ
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ

た
。
そ
こ
は
東
小
入
口
の
信
号
機
か
ら
4
0
m
ほ
ど
北
寄
り
で
、

黄
色
点
滅
信
号
機
は
こ
の
事
故
の
後
撤
去
さ
れ
た
。

信
号
機
は
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
設
置
す
る
場
所

は
よ
く
よ
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
証
は
事
故
が

あ
っ
た
時
刻
に
し
な
け
れ
ば
原
因
究
明
は
ピ
ン
ト
外
れ
に
な

る
。
役
所
で
は
こ
の
場
所
に
茶
色
の
塗
装
を
し
た
だ
け
で
対

策
は
終
わ
っ
て
い
る
。
信
号
機
を
減
ら
し
、
交
差
点
に
ナ
ト

リ
ウ
ム
灯
な
ど
で
照
明
を
す
る
対
策
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。


